
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 336,994 円 44 歳 3 カ月

１. 給与費とその内訳（平成 26 年度普通会計当初予算額）

２. 平均給料月額・平均年齢（平成26年4月1日現在）

区　分 月 額 期末手当

市 長
給料

1,026,000 円　 
　▶6 月期
　　1.40 月分
　▶12 月期
　　1.70 月分
　計3.10 月分

副市長 850,000 円　

教育長 722,000 円　

議 長
報酬

584,000 円　

副議長 513,000 円　

議 員 475,000 円　

５. 給与費の推移（各年度普通会計当初予算額）

３. 主な手当（平成 26 年度）

４. 特別職の給料など（平成 26 年度）

区分 内　　容

扶
養
手
当

�配偶者　　　　　　　　　月額 13,000 円
�配偶者以外の扶養親族　　月額　6,500 円
�満16歳の年度始めから満22歳の年度末ま
　での子 1 人の加算額　　　月額　5,000 円

期
末
手
当

勤
勉
手
当

支給の時期 期末手当
勤勉手当 計

６月期 1.225 月分
0.675 月分 1.90 月分

12 月期 1.375 月分
0.825 月分 2.20 月分

退
職
手
当

区分 自己都合 定年・勧奨

 勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分

 勤続 25 年 30.82 月分 36.570 月分

 勤続 30 年 38.18 月分 44.850 月分

※定年前早期退職者への加算措置あり

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

目標 1,440 人 1,394 人 1,375 人 1,351 人 1,317 人

実績 1,405人 1,391人 1,360人 1,325人 1,289 人

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

76 億
8 千万円

74 億
7 千万円

73 億
7 千万円

72 億
1 千万円

73 億
5 千万円

７. 定員の適正化（各年度 4 月1日現在）

市職員の給与などの状況を
お知らせします。

職員数 給与費 前年度比

1,187 人

給料 49 億 2,067 万円

1.9％
職員手当 7 億 2,776 万円
期末勤勉手当 17 億　676 万円

計　73億5,519 万円

６.ラスパイレス指数の推移（各年度4月1日現在）
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料月額を
100 とした場合の地方公務員の比率です。平成 26 年
度の数値は、確定値ではなく試算によるものです。
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

97.5 98.3 106.2※ 106.0※

（102.8） 97.6

　鳥取市定員適正化計画に基づき、目標を上回る職員
削減を行っています。

本 市職員の「給与」には、基本給である「給料」と、扶養・期末・勤勉手
当などの「諸手当」があります。これらは地方公務員法の規定に基づき、

国の人事院勧告などを参考に市議会の審議を経て条例で定められています。
　また、鳥取市定員適正化計画（平成23年3月改定）に基づき、組織、業
務執行体制の見直しと新規採用の抑制に努め、平成26年4月1日時点では、
本年度目標の1,317人に対し、実績が1,289人となっており、計画を上回
りながら職員数の削減が進んでいます。
　一方、平成26年度より一般職員として、新たな任用形態である任期付短
時間勤務職員を152人任用し、適性化計画の推進とともに組織力の維持向
上に努めています。
問い合わせ先　本庁舎職員課  0857-20-3108  0857-20-3040

※平成 24、25 年度の国家公務員給与は、臨時特例法案により平均
7.8㌫減額されています。
※カッコ内は、給与削減（平均３㌫カット）後のラスパイレス指数

※平成 26 年度より給与費に短時間勤務職員分を含んでいます。

※短時間勤務職員は含みません。
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外国人が暮らしやすいまちへ
問い合わせ先　本庁舎人権推進課 0857-20-3143  0857 ー 20 ー 3052

外
国
人
が
直
面
す
る
問
題

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
と
な
る
の
が
「
言

葉
や
文
字
の
壁
」
で
す
。「
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
言
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
ら
な
い
」「
自
宅
に
届
く
書

類
に
何
と
書
か
れ
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
や
、
言
葉
が
分
か
ら
な
い
た

め
に
地
域
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
必
要

な
情
報
が
迅
速
・
正
確
に
伝
え
ら

れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

日
本
語
が
わ
か
り
に
く
い
外
国
人

が
十
分
な
情
報
を
得
ら
れ
な
い

「
情
報
弱
者
」か
ら「
災
害
弱
者
」と

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

社
会
生
活
の
習
慣
や
ル
ー
ル
は

国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
た
め
、

例
え
ば
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
で
、

地
域
社
会
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
わ
か
ら
な
い

た
め
に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ

り
得
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
人
種
や
国
籍
の
違

い
な
ど
に
よ
る
差
別
や
偏
見
も
根

強
く
あ
り
、
外
見
だ
け
で
疑
っ
て

か
か
ら
れ
る
こ
と
や
、
外
国
人
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
ア
パ
ー
ト
な

ど
へ
の
入
居
が
困
難
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
学
校
生
活
に
な
じ
む
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
た
り
、
い
じ
め
を

受
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
人
の
社
会
に
あ

る
偏
見
や
差
別
意
識
が
子
ど
も
た

ち
の
意
識
や
行
動
に
そ
の
ま
ま
反

映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
多
文
化
共
生
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て

　

近
年
、
国
籍
や
民
族
が
異
な
る

人
々
が
互
い
の
文
化
を
認
め
、
尊

重
し
、
対
等
な
関
係
を
築
い
て
い

〜「多文化共生社会」の実現に向けて〜

　

鳥
取
市
に
は
、
中
国
や
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
ア
ジ
ア
地
域
を
は

じ
め
、50
か
国
以
上
か
ら
約
１
２
０
０
人
も
の
外
国
人
が
生
活
し
て
お
り
、

外
国
か
ら
の
旅
行
者
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
言

葉
や
制
度
、
文
化
、
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、
日
本
で
生
活
す
る
上
で
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
外
国
人
も
多
く
い
ま
す
。

こ
う
と
す
る
多
文
化
共
生
社
会
が

叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
お
互
い
が

信
頼
で
き
、
安
心
で
き
る
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
と
も
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
鳥
取
市
で
は
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

特
に
在
住
外
国
人
に
安
心
・
安
全

な
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
本
市
の
国
際
交
流
拠
点
で
あ

る
鳥
取
市
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
が
中

心
と
な
っ
て
、生
活
情
報
の
提
供
、

生
活
相
談
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
紹
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
国
際
理
解

を
推
進
す
る
た
め
に
、
国
際
交
流

プ
ラ
ザ
や
市
民
団
体
な
ど
が
行
う

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
外
国
の
文

化
や
外
国
人
に
触
れ
合
う
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
同
じ
地
域
で
暮
ら
す

住
民
と
し
て
、
と
も
に
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
は
、
外
国
人
を

支
援
す
る
た
め
の
制
度
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
お
互
い
を
理
解
し

違
い
を
認
め
合
う
努
力
が
必
要
で

す
。

国
際
交
流
を
し
よ
う
！

　

鳥
取
で
暮
ら
す
外
国
人
に
は
、

職
業
実
習
や
農
業
研
修
、
大
学
へ

の
留
学
な
ど
で
滞
在
さ
れ
て
い
る

人
が
多
く
を
占
め
、
今
後
も
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
鳥
取
で
暮
ら
す
外
国
人
に
お

話
を
伺
う
と
、「
人
が
優
し
い
」「
食

べ
物
が
お
い
し
い
」
な
ど
、
鳥
取

で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
伺
え
、
多
く
の
人
が
鳥
取
の
人

と
も
っ
と
交
流
し
た
い
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、

お
互
い
の
国
を
大
切
に
思
い
、
ま

た
、
自
分
自
身
や
相
手
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

機
会
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

す
。
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域

に
も
外
国
人
が
近
く
に
暮
ら
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
日
本
語
を
う
ま
く

話
せ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声

か
け
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日帰り海外！国際クッキング教室
（ドイツ・オーストラリア料理）

▶鳥取市国際交流プラザ
　 ・  0857-31-3253
　  plaza@city.tottori.lg.jp


